
認知症カフェで
リハビリテーションの視点を
活かした当事者支援を考える

平成30年度丹後地域認知症カフェ連絡会
丹後圏域地域リハビリテーション支援センター

平成30年度第4回事例検討会

平成31年1月15日（火）14:00～16:30（開場13:30）日時

会場 知遊館 研修室１～３

お申込み お問い合わせ

丹後圏域地域リハビリテーション支援センター
（公益財団法人 丹後中央病院） 坂根勇輝

申込み用紙に記入の上、FAXにてご送付ください

FAX 0772（62）8302 ℡ 0772（62）8301

内容

対象 丹後地域の認知症カフェ関係者、地域包括支援担当者、認知症初期集中支援
チーム員、認知症疾患医療センター関係者と地域リハビリテーション関係者

実践報告
「はままちカフェにおける当事者及び家族支援について」

宮津市地域包括支援センター 社会福祉士 山岡秀明氏
「当事者・ご家族によりそって～作業療法士会の支援をうけての気づき～」

社会福祉法人あしぎぬ福祉会 総務部 部長 藤原りつ氏
（ほっとカフェ咲來楽（さくら）運営者）

グループワーク 以下の課題を検討

①認知症カフェにおける当事者支援の課題

②どのようにリハビリテーションの視点を活かして、当事者及び家族を

支援するのか

講演
「京都府作業療法士会における認知症カフェ支援（仮）」

一般社団法人京都府作業療法士会 認知症支援委員会 担当者


